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『やればできる！何かが生まれる！何かが変わる！』   

 

 日南中学校長 黒見隆久 

 

梅雨が明けると、いよいよ本格的な夏。夏休みも目の前に迫ってきました。 

振り返ってみれば、１学期もアッという間でしたね。修学旅行、宿泊研修、遠足、エキスカ、運動会、校内

マラソン大会、総体、県植樹祭、全国ほたるサミット、湖南交流、シアトル交流･････などなど。学校行事だ

けでもたくさんの体験をしてきました。その中で皆さんは、「これはよくがんばったぞ！」「やってみてよか

った！」と思えるものが何かひとつでもありますか？ 

中学校では、定期テストの前にＬ.Ｐ.Ｔ.(ﾛﾝｸﾞﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ)として、放課後補習をしています。校内を回っ

てみると、みんなが一生懸命に取り組んでいます。その時間が終わっても、さらに残って勉強する人もだんだ

んと増えているようです。「テストで良い点が取りたい！」という願いはただ待っていても叶えられません。

「何かをやらなければ」「何も変わらない」のです。「やれば絶対に何かが変わる」のです。「変わろう」「変

えよう」としている人が、少しずつ増えてきているのかな･･･と思い、うれしく、頼もしい気持ちになりまし

た。 

さあ、夏休み。身体も心も頭もブルブル汗をかいて、いろいろなことにチャレンジしてみましょう！２学期

からの『新しい自分』『進化（成長）した自分』が見つけられるかも知れませんよ。 

 

 

http://cmsweb2.torikyo.ed.jp/nichinan-e【日南小】   http://www.torikyo.ed.jp/nitinan-j/ 【日南中】 

 

 

 
目標をもって あきらめず 最後まで 

第１３回 小学校校内マラソン大会 

 ６月１５日、小学校では開校以来１３回目とな

る校内マラソンを開催しました。 

 大会前の約一ヶ月間、「がんばりマンス」と名

づけて始業前の約５分間、体育館を周回する練習

を続けてきました。また、家に帰ってから家庭で

練習している子どももいました。 

 当日は、気温が高く、マラソンにはよいコンデ

ィションとはいえませんでしたが出場した子ど

も達は最後まで一生懸命がんばり練習の成果が

発揮できていたと思います。 

 また、防災無線等でマラソン大会について連絡

していたこともあり、保護者の方の応援もたくさ

んありました。ありがとうございました。 

  

※西村里音君の記録は４年男子の校内新記録です！ 

学年 

距離 
男女別 

学年１位 

児童氏名 
記 録 

１年 

600ｍ 

男子 川部 春愛 ２分４３秒 

女子 藤島 千代 ２分４６秒 

２年 

600ｍ 

男子 笹野 蒼亮 ２分１５秒 

女子 河田 留奈 ２分５２秒 

３年 

850ｍ 

男子 實延 晃一 ３分３４秒 

女子 川部 美澪 ３分５３秒 

４年 

850ｍ 

男子 西村 里音 ３分５秒 

女子 青木 莉々 ３分２０秒 

５年 

1200ｍ 

男子 島山 大喜 ４分４４秒 

女子 藤井 蘭帆 ４分４７秒 

６年 

1200ｍ 

男子 高橋 颯太 ４分４１秒 

女子 青木 芹那 ４分５２秒 

 



 

 

Welcome to Nichinan！ 
 

シアトル交流 

７月６日にシアトルより約３５名の中学生が日南中

学校へやってきました。昨年度末に日南中よりシアトル

に交流へ出かけた時に交流した学校の生徒もいたよう

です。午前中小学校と交流した後、お昼前のレセプショ

ンでは、坂本生徒会長のあいさつの後、全校で「ふるさ

と」を歌い歓迎しました。その後、ランチルームで給食

を一緒に食べました。 

 
 

 
５限目は、各学年に分かれ、１年

生は体育館でコマ回しとドッジボ

ール、２年生は習字、３年生は折り

紙を通して交流しました。習字で

はシアトルの生徒の名前を漢字に

置き換えるところで生徒は苦労し

ていましたが、各学年ともとても

盛り上がり楽しい時間を過ごすこ

とができました。 

 

日南・湖南交流 

 

 

６月２１、２２日

に今年で２回目の湖

南学園との交流会を

行いました。 

中１，小５，６年生の中期ブロックの児童生

徒が１泊２日で、様々な交流を行いました。ウ

ェルカムセレモニーに始まり、たてわりチーム

での交流、英語活動、吉岡温泉探索、お互いの

地域の未来設計図など、あっという間の１泊２

日だったようです。たてわり交流では約３０人

が一つの組となり、隣

りの人と足首を結ん

で一列になって気持

ちを合わせて進むゲ

ームや生徒玄関前の

足湯でリフレッシュ

してみんなで団らん

したことも楽しかっ

たようでした。 

 

 

リベンジ！！ ホタル  

プロジェクト 

 

 

７月１日、山上地域振興センターで全国ホ

タル研究大会の分科会が開催され、４年生が

「総合的な学習」で調べたことをもとにして

「リベンジ！！ホタルプロジェクト」という

タイトルで発表しました。昨年度ホタルの孵

化に挑戦してうまくいかなかったことから、

ホタルが生息できる環境とはどんなところ

なのかを中心に読み物資料で調べたり、実際

に現地にいって河川の様子や水質について

調べたりしました。 

 発表では少し緊張はしたもの

の、1人ひとりが堂々と発表して

いました。発表した内容につい

て、参加されていた大学教授に

も褒めて頂き子ども達も満足げ

でした。 

 

 

 


